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おり，本モデルは第 4 章の KMF モデルにより予測された近畿地域全体の人口や産業業種別従業者を
118の各地域に分配するO






















第 9 章は結論であり 以上の研究で得られた結果をまとめ本論文の総括としているo
論文審査の結果の要旨
地域の長期総合計画の策定，大規模地域開発フ。ロジェクトの総合評価，あるいはエネルギ一計画，
水道計画等の立案において シミュレーション・モデルは有用な分析手段の一つであると期待されて
いるO 本研究は，地域の人口産業土地利用等の基本的な社会活動の変化を長期にわたって総合的
に予測することを目的として，総合地域社会経済シミュレーションモデル・システムを開発し，これ
をいくつかの間題に応用した結果をまとめたものでその主な成果はつぎの通りであるo
(1) 近畿地域を例にとって，地域を主要な市，区，町村群を単位とする 118ゾーンに分割し，各ゾーン
の年齢各歳別人口，産業業種別雇用，土地利用，ゾーン問時間距離を詳細に記述するシミュレー
ション・モデルを開発し，このモデルの全体テストを行い，モデ、ルが実績データを統計学上十分
な精度で説明できることを確認しているo
(2) モデルを利用して関西国際空港の建設など地域フ。ロジェクトの実施によって地域がどのように
発展変化して行くかを定量的かっ詳細に描き出している。
(3) モデルを都市における人口高齢化の予測と分析に適用し，人口高齢化の進行を緩和するための政
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策手段，例えば特定ゾーンへの住宅の建設がどのような効果をもたらすかを具体的に示し，都市
長期総合計画の策定に有用な情報を提供しているO
以上のように本論文はこれまでにない詳細な総合地域社会経済シミュレーションモデル・システム
を開発し，これを地域フ。ロジェクトの評価，地域計画の策定に応用し，有用な知見が得られることを
示したもので，社会工学およびシミュレーション工学の発展に寄与するところが大きし、。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認めるO
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